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図4 劇の様子
4. 3. 授業の考察
授業のはじめに心情曲線を提示したことで，子ど
もたちは，自分の書いた心情曲線と違うことで，ず
れに気づく ことができた。そのずれに気づくことで，
兵十とごんは分かり合えたのかという問いにつな
げることができたと考えている。
また心情曲線を活用したことで子どもたちの読
みのずれが起こり自然と問いが生まれた。その問い
を追究していくことで話し合いを深めることがで
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きた。
しかし途中で話し合いが停滞する場面が見られ
た。それは，読みを深める問いを子どもたちに共有
することができずに話し合いの焦点がばらばらの
ままであったためである。
5 成果と課題
本単元では， 子どもたちに物語の面白さを実感さ
せることで，読書生活を豊かにしたいという思いが
あった。物語の面白さを実感できれば読書に向かう
子が育つだろうと考えた。そこで，物話の面白さを
実感できるような仕掛けとして，ごんと兵十の二人
の心「青曲線を活用しました。二人の登場人物の心清
の近づきを考える本時を行った。
まず，授業の導入で，兵十の心情曲線が，ごんに
近づいている心情曲線と近づいていない心「青曲線
を提示し，比べるところから始まっに比べること
で子どもたちは，ずれを見つけ 「ごんと兵十は分か
り合えたのか」という問いを出した。子どもたちか
らは，「もやもやする」「ごんのつぐないが報われて
よかった」 「分かり合えたのに別れが来てしまって
切ない」といった発言が生まれた。
心情曲線を活用したことにより， 子どもたちは，
自分の意見と友達の意見のずれを見つけやすくな
り，考えやすくなっt~ その結果思考を深めること
ができたと考えている。その結果として物語の面白
さに近づけたのではないか。
また授業後にアンケートを取ったところ子ども
たちは，物語の学習を通して本を読んでみようと思
った子どもは， 25人になった。授業前では， 18人
であった。この結果を比べてみると，子ども自身が
今回の学習で物語の面白さを実感することができ
たと感じていることだといえる。
しかし課題として， 学習を深めるための手立てが
不足していたことで，学級としての話し合いが深ま
りにくかったことが挙げられる。心「青曲線は話し合
いのきっかけになることはできたが，そこから深め
るための手立てがなく，途中で停滞する場面が見ら
れた。そのことから，発問が子どもたちの考えたい
と思うものでなったといえる。今回 「兵十はなぜば
たりと火縄銃を取り落としたのか」という問いを投
げかけたが子どもたちぱ心情曲線の近づきに向か
っており，発問を投げかけるタイミングや話し合い
の中で少しずつ修正していくべきであった。
そのことを踏まえて次の授業の改善と修正を行
い子どもたちの学びへとつなげていきたいと思っ
ている。
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